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「帯広畜産大学農業共生圏高度専門家育成事業」講習会の開催について 

 

帯広畜産大学は、人の経済活動と生物の多様性が両立した農業共生圏の実現に向けて、野生生物の 

保全管理に関する基本的な知識と技術を持つ人材の育成を目指し、以下の内容で講習会を開催します。 

 つきましては、本事業に関する周知及び取材について、ご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

■農業共生圏高度専門家育成事業について 

 人の活動は、様々な面で野生生物に影響を与えており、種の減少・絶滅の主な要因となっています。

一方で、野生生物による農畜産物への被害等、野生生物が人の活動に与える影響も少なくありません。

特に十勝地方は、農畜産業を基幹産業としており、人と野生生物がどのように関わっていくべきかが

大きな課題となっています。 

 帯広畜産大学は、北海道の基幹産業である農畜産業をはじめとする経済活動と、自然生態系におけ

る生物の多様性を両立し、農業生態圏と自然生態圏の共生を実現できる「農業共生圏高度専門家」の

育成を目指します。 

 

■平成 30年度 野生生物保全管理講習会 

１．日  時 平成 30年 10月 23日（火）から 10月 25日（木） 

２．参加費用  37,000円（全日程受講の場合） 

３．対 象 者  環境コンサルタント等民間企業や行政機関において、野生生物の保全管理に関する

業務を担当し、野生生物の保全管理に関する基本的な知識と技術の習得によるスキ

ルアップを目指す方 

４．定  員  20名（ただし、座学のみ受講を希望する方は定員に含めません） 

５．申込期間 平成 30年 7月 17日（火）から 8月 10日（金）まで 

 

■特別講義 アライグマ学 

１．日  時  平成 30年 10月 26日（金）10：00～15：00 

２．参加費用 無料 

３．対象者 アライグマ対策に関連する十勝管内市町村職員 20名 



 野生生物保全管理講習会受講者   10名 

４．申込期間 平成 30年 7月 17日（火）から 8月 10日（金）まで 

 

 

 お問い合わせ 

国立大学法人帯広畜産大学 国際・地域連携課 地域連携係  小島・長谷川 

 電話：0155-49-5776/5348 FAX：0155-49-5289 E-mail：syogai@obihiro.ac.jp 
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